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具
体
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
一
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
ａ
、
ｂ⑵ 
む
か
し
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に
い
で
て
遊
び
け
る
を
、
お
と
な
に
な
り
け
れ
ば
、
男
も
女
も
は
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
、
女
は
こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
、
こ
の
と
な
り
の
男
の
も
と
よ
り
、
か
く
な
む
。
筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
ま
に
女
、
返
し
、
 
①
く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ
べ
き
な
ど
い
ひ
い
ひ
て
、
ｃ
つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。
　
さ
て
年
ご
ろ
ふ
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
頼
よ
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
の
国
、
高
安
の
郡
に
、
い
き
通
ふ
所
い
で
き
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、
②
こ
の
も
と
の
女
、
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
、
い
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
う
た
は
じ
め
に
『
伊
勢
物
語
』
の
江
戸
前
期
の
注
釈
書
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
集
註⑴
』
（
以
下
、『
集
註
』
と
称
す
る
）
は
、『
毛
詩
』（
詩
経
）、『
周
易
』、『
礼
記
』
な
ど
の
経
書
を
中
心
と
す
る
五
十
部
近
く
の
漢
籍
を
詳
し
く
引
用
す
る
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。『
伊
勢
物
語
』
注
釈
史
に
お
い
て
漢
籍
を
引
用
す
る
注
釈
書
は
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、『
集
註
』
は
そ
の
中
で
、
引
用
の
詳
細
さ
、
分
量
と
も
に
群
を
抜
い
て
い
る
。
漢
籍
に
か
か
わ
る
漢
語
を
頻
繁
に
借
用
し
て
登
場
人
物
を
評
価
す
る
点
が
『
集
註
』
の
特
徴
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
に
関
す
る
先
行
旧
注
で
は
、
登
場
す
る
大
和
女
を
、
実
在
の
紀
有
常
女
と
見
な
し
て
い
る
。「
有
常
女
＝
貞
女
」
と
す
る
捉
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
旧
注
の
『
集
註
』
で
は
、
実
在
の
人
物
を
ひ
き
あ
て
る
説
を
批
判
し
た
上
で
、
大
和
女
は
「
貞
女
」
で
は
な
く
「
奔
女
」
で
あ
る
と
注
釈
す
る
。
さ
ら
に
、
先
行
旧
注
で
は
第
二
十
三
段
注
に
見
ら
れ
る
「
貞
女
」
と
い
う
漢
語
が
、『
集
註
』
で
は
、
数
多
く
の
章
段
の
注
に
確
認
で
き
、
使
わ
れ
る
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
点
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、『
集
註
』
第
二
十
三
段
の
注
釈
内
容
を
中
心
に
、『
伊
勢
物
語
』
先
行
旧
注
と
の
比
較
を
試
み
、『
集
註
』
の
漢
語
の
借
用
状
況
を
　
　
『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
お
け
る
漢
語
の
借
用
安
　
　
　
　
　
倩　
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が
ひ
て
、
前
栽
の
な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
か
ほ
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、　 
　
 
③
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む 
と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
か
ぎ
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
い
か
ず
な
り
に
け
り
。
ま
れ
ま
れ
か
の
高
安
に
来
て
見
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心
に
く
も
つ
く
り
け
れ
、
い
ま
は
う
ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙
と
り
て
、
笥
子
の
う
つ
は
も
の
に
も
り
け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、
い
か
ず
な
り
け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方
を
見
や
り
て
、
 
君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
雲
な
か
く
し
そ
雨
は
ふ
る
と
も 
と
い
ひ
て
見
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
大
和
人
、「
来
む
」
と
い
へ
り
。
よ
ろ
こ
び
て
待
つ
に
、
た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る 
　
と
い
ひ
け
れ
ど
、
男
、
す
ま
ず
な
り
に
け
り
。
「
筒
井
筒
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
で
は
、
大
和
の
女
が
幼
な
じ
み
の
男
と
結
婚
し
た
後
、
他
の
女
の
所
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
夫
に
嫉
妬
し
な
い
ば
か
り
か
、
夫
の
身
を
心
配
す
る
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
い
に
夫
の
心
を
取
り
戻
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
表
１本　
文
第
二
十
三
段
全
体
愚
見
抄
な
し
肖
聞
抄
此
段
に
、
有
常
か
女
と
名
を
あ
ら
は
す
は
、
貞
女
の
名
誉
を
し
ら
す
る
故
也
。
惟
清
抄
此
段
ヲ
ハ
、
紀
有
常
カ
女
ノ
事
ト
云
ハ
、
貞
女
ノ
所
ヲ
、
ア
ラ
ハ
サ
ン
タ
メ
也
。
闕
疑
抄
此
段
を
紀
有
常
の
女
の
事
と
い
ふ
は
貞
女
の
所
を
あ
ら
は
さ
ん
が
為
也
。
集　
註
此
段
奔
女
を
刺
れ
り
。
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
。
師
云
、
闕
疑
抄
な
ど
に
、
此
女
を
有
常
が
女
と
名
を
指
事
あ
し
ゝ
、
有
常
が
女
は
業
平
の
本
妻
に
て
、
礼
を
以
て
ま
う
け
た
り
、
爰
は
奔
女
の
事
を
云
た
る
段
也
。
古
今
に
も
新
古
今
に
も
有
常
が
女
と
云
事
な
し
、
押
て
名
を
さ
す
こ
と
道
理
に
そ
む
け
り
。
表
１
は
、
お
も
な
旧
注
の
説
、『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』（
以
下
、『
愚
見
抄
』
と
称
す
る
）、『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』（
以
下
、『
肖
聞
抄
』
と
称
す
る
）、『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』（
以
下
、『
惟
清
抄
』
と
称
す
る
）、『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』（
以
下
、『
闕
疑
抄
』
と
称
す
る
）
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
見
る
。
『
愚
見
抄
』
で
は
、
第
二
十
三
段
の
語
彙
や
引
歌
な
ど
に
関
す
る
注
は
あ
る
が
、
全
体
に
対
し
て
ま
と
め
的
な
内
容
が
な
い
。
一
方
、
他
の
三
つ
の
注
釈
書
は
、「
有
常
か
女
と
名
を
あ
ら
は
す
は
、
貞
女
の
名
誉
を
し
ら
す
る
故
也
」（『
肖
聞
抄
』）、「
此
段
ヲ
ハ
、
紀
有
常
カ
女
ノ
事
ト
云
ハ
、
― 9 ―
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
「
貞
女
」
の
、
言
葉
の
意
味
と
そ
の
使
わ
れ
方
を
整
理
す
る
。
ま
た
、『
集
註
』
で
、「
貞
女
」
の
反
対
語
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
「
奔
女
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
ま
ず
、「
貞
女
」
に
つ
い
て
は
、「
貞
潔
的
婦
女
」
と
い
う
説
明
が
『
漢
語
大
詞
典
』
に
見
ら
れ
る
。
用
例
と
し
て
、『
毛
詩
』「
召
南
・
行
露
」
の
序
文
「
行
露
、
召
伯
聴
訟
也
。
衰
乱
之
俗
微
、
貞
信
之
教
興
、
彊
暴
之
男
不
能
侵
陵
貞
女
也⑶
」
を
挙
げ
る
。
『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
み
さ
を
の
正
し
い
を
ん
な
」
と
説
明
す
る
。
㊀
「
と
つ
ぐ
前
の
女
子
」
と
㊁
「
一
人
の
夫
を
守
り
通
す
女
子
。
貞
婦
。
烈
女
」、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
結
婚
し
て
い
な
い
女
子
と
結
婚
し
て
い
る
女
子
、
と
い
う
二
分
類
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
『
易
経
』「
屯
」
の
「
六
二
、
云
云
、
女
子
貞
不
字
、
十
年
乃
字⑷
」
を
挙
げ
、
後
者
の
例
と
し
て
『
戦
国
策
』「
秦
策
」
の
「
曾
参
孝
其
親
、
天
下
願
以
為
子
、
子
胥
忠
於
君
、
天
下
願
以
為
臣
、
貞
女
工
巧
、
天
下
願
以
為
妃⑸
」
を
挙
げ
る
。
一
方
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、「
貞
女
」
に
つ
い
て
「
漢
語
。
夫
を
裏
切
る
心
の
な
い
忠
実
な
妻
。
貞
婦
」
と
見
ら
れ
、
夫
に
忠
実
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。『
東
鑑
』
の
「
予
州
多
年
之
好
を
忘
れ
、
恋
慕
せ
ず
ん
ば
、
貞
女
之
姿
に
非
ず
」
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
の
三
つ
の
辞
書
の
記
事
か
ら
見
る
と
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
貞
潔
的
婦
女
」
と
い
う
総
括
的
な
説
明
に
対
し
て
、『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
と
つ
ぐ
前
の
女
子
」
と
「
一
人
の
夫
を
守
り
通
す
女
子
。
貞
婦
。
烈
女
」
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
「
夫
を
裏
切
る
心
の
な
い
忠
実
な
妻
」
と
、
夫
に
対
す
る
心
が
強
調
さ
れ
、
前
の
二
つ
の
辞
書
と
は
違
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
女
ノ
所
ヲ
、
ア
ラ
ハ
サ
ン
タ
メ
也
」（『
惟
清
抄
』）、「
此
段
を
紀
有
常
の
女
の
事
と
い
ふ
は
貞
女
の
所
を
あ
ら
は
さ
ん
が
為
也
」（『
闕
疑
抄
』）
と
注
釈
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
の
創
作
目
的
は
、
紀
有
常
女
が
貞
女
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
「
大
和
女
＝
有
常
女
＝
貞
女
」
が
先
行
旧
注
の
共
通
認
識
だ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
集
註
』
は
第
二
十
三
段
全
体
を
「
奔
女
を
刺
れ
」
る
段
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
和
女
は
「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
奔
女
」
に
当
た
る
と
い
う
。「
奔
女
」
と
い
う
漢
語
を
借
用
し
て
、「
大
和
女
≠
貞
女
」
と
述
べ
、
先
行
旧
注
の
説
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
、「
師
云
、
闕
疑
抄
な
ど
に
…
…
押
て
名
を
さ
す
こ
と
道
理
に
そ
む
け
り
」
の
部
分
で
は
大
和
女
は
奔
女
な
の
で
、
業
平
の
本
妻
と
し
て
の
紀
有
常
女
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、「
大
和
女
≠
有
常
女
」
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
『
集
註
』
は
「
大
和
女
≠
有
常
女
≠
貞
女
」
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
、
先
行
旧
注
の
共
通
認
識
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
先
行
旧
注
で
「
貞
女
」
と
評
価
さ
れ
た
大
和
女
が
、
同
じ
旧
注
に
属
す
る
『
集
註
』
の
段
階
で
、「
貞
女
」
で
は
な
い
と
全
面
的
に
否
定
さ
れ
た
。
同
じ
第
二
十
三
段
を
注
釈
す
る
の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
、「
貞
女
」
な
ど
漢
語
の
借
用
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
等
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
先
行
旧
注
と
『
集
註
』
そ
れ
ぞ
れ
の
大
和
女
像
に
注
目
し
た
い
。
　
　
　
二
大
和
女
像
を
検
討
す
る
前
に
、
先
行
旧
注
で
大
和
女
を
評
価
す
る
際
の
― 10 ―
貞
姜
者
、
斉
侯
之
女
、
楚
昭
王
之
夫
人
也
。
王
出
遊
、
留
夫
人
漸
台
之
上
而
去
。
王
聞
江
水
大
至
、
使
使
者
迎
夫
人
、
忘
持
符
。
使
者
至
、
請
夫
人
出
。
夫
人
曰
、
王
与
宮
人
約
。
今
召
宮
人
必
持
符
。
今
使
者
不
持
符
不
敢
従
使
者
。（
中
略
）
妾
聞
之
、
貞
女
之
義
不
犯
約
、
勇
者
不
畏
死
、
守
一
節
而
已
。
妾
知
從
使
者
必
生
、
留
必
死
。
然
棄
約
越
義
而
求
生
、
不
若
留
而
死
耳
。
於
是
使
者
反
取
符
、
還
則
水
大
至
、
台
崩
、
夫
人
流
而
死
。
王
曰
、
嗟
夫
。
守
義
死
節
、
不
為
苟
生
、
処
約
持
信
、
以
成
其
貞
。
乃
号
之
曰
貞
姜
。
君
子
謂
貞
姜
有
婦
節
。
詩
云
、
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
。
此
之
謂
也⑼
。
楚
昭
王
が
夫
人
を
漸
台
の
上
に
と
ど
め
た
ま
ま
出
か
け
た
。
王
は
長
江
が
氾
濫
し
そ
う
だ
と
聞
い
て
、
夫
人
を
迎
え
に
い
く
よ
う
使
者
に
命
じ
た
が
、
符
を
も
た
せ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
使
者
が
夫
人
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
脱
出
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
夫
人
は
、
王
が
、
命
令
に
よ
っ
て
宮
女
を
召
す
時
に
は
必
ず
符
を
用
い
る
と
後
宮
の
女
た
ち
に
約
束
し
た
と
言
い
、
使
者
は
符
を
持
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
使
者
に
従
わ
ず
、
洪
水
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
貞
女
之
義
」
は
「
約
を
犯
さ
ず
」、
つ
ま
り
「
約
を
守
る
」
こ
と
だ
と
言
え
る
。
以
上
、
中
国
の
用
例
か
ら
、「
節
操
を
守
る
」、「
儀
礼
を
守
る
」、「
約
束
を
守
る
」
な
ど
の
意
味
で
「
貞
女
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
次
に
日
本
の
用
例
を
見
る
。
ま
ず
『
保
元
物
語
』「
為
義
の
北
の
方
身
を
投
げ
た
ま
ふ
事
」
の
例
で
あ
る
。
　
 「
賢
臣
二
君
に
仕
え
ず
、
貞
女
両
夫
に
見
え
ず
」
と
云
ふ
文
あ
り
。
哀
れ
に
や
さ
し
か
り
け
り
。
上
一
人
よ
り
下
万
人
に
至
る
ま
で
、
袖
を
絞
ら
ぬ
は
な
か
り
け
り
。
次
に
、『
伊
勢
物
語
』
旧
注
以
前
に
、「
貞
女
」
と
い
う
語
が
中
国
と
日
本
の
文
学
作
品
に
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。
『
毛
詩
』「
斉
風
・
雞
鳴
」
序
文
に
、「
雞
鳴
思
賢
妃
也
。
哀
公
荒
淫
怠
慢
、
故
陳
賢
妃
貞
女
夙
夜
警
戒
相
成
之
道
焉⑹
」
と
見
ら
れ
る
。
賢
妃
は
「
鶏
が
鳴
い
て
い
る
わ
」
と
君
王
に
夜
明
け
を
告
げ
て
内
助
す
る
。
君
王
は
そ
れ
に
よ
く
呼
応
し
て
、
朝
廷
に
て
朝
早
く
政
務
を
聴
い
て
精
勤
す
る
と
い
う
夫
婦
の
か
け
あ
い
の
前
例
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
哀
公
は
荒
淫
し
、
政
務
も
怠
っ
て
い
る
の
で
、
賢
妃
貞
女
が
心
中
で
常
に
朝
遅
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
君
王
が
天
下
を
治
め
る
事
業
に
内
助
を
す
る
先
例
を
述
べ
て
忠
告
す
る
。
こ
の
「
貞
女
」
は
、
責
任
を
持
っ
て
夫
の
精
励
を
さ
さ
え
る
妻
の
節
操
を
い
う
例
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
『
史
記
』「
田
単
列
伝
」
に
は
、「
王
蠋
曰
、
忠
臣
不
事
二
君
、
貞
女
不
更
二
夫
、
斉
王
不
聴
吾
諫
、
故
退
而
耕
於
野⑺
」
と
見
ら
れ
る
。「
忠
臣
は
二
君
に
事
へ
ず
、
貞
女
は
二
夫
を
更
へ
ず
」
は
、
決
し
て
夫
を
裏
切
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
『
毛
詩
』「
斉
風
・
雞
鳴
」
序
文
の
例
と
同
様
に
、
節
操
を
守
る
こ
と
を
い
う
例
と
考
え
ら
れ
る
。
『
列
女
伝
』
巻
三
「
魏
曲
沃
負
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
　
 
聘
則
為
妻
、
奔
則
為
妾
、
所
以
開
善
遏
淫
也
。
節
成
、
然
後
許
嫁
、
親
迎
、
然
後
随
從
、
貞
女
之
義
也
。
今
大
王
為
太
子
求
妃
、
而
自
納
之
於
後
宮
、
此
毀
貞
女
之
行
而
乱
男
女
之
別
也⑻
。
「
聘
す
れ
ば
則
ち
妻
と
為
し
、
奔
れ
ば
則
ち
妾
と
為
す
」
は
、
聘
礼
を
経
て
妻
と
な
る
、
聘
礼
が
な
い
の
は
妾
と
な
る
、
と
い
う
、
婚
礼
の
儀
礼
を
き
ち
ん
と
守
る
の
は
「
貞
女
之
義
」
で
あ
る
と
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、『
列
女
伝
』
巻
四
「
楚
昭
貞
姜
」
の
例
を
見
る
。
― 11 ―
を
更
へ
ず
）
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
漢
籍
の
用
例
に
お
け
る
「
貞
女
」
の
語
は
「
夫
を
裏
切
る
心
の
な
い
忠
実
な
妻
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
と
い
う
夫
婦
関
係
の
面
に
限
ら
ず
、
節
操
、
礼
儀
、
約
束
な
ど
を
守
る
な
ど
多
角
的
に
女
性
を
評
価
す
る
際
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
日
本
に
入
る
と
、
物
語
な
ど
を
中
心
に
、「
夫
婦
の
契
り
を
守
る
」
と
い
う
、
夫
に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
注
の
段
階
で
『
集
註
』
の
み
に
使
わ
れ
て
い
る
「
奔
女⑾
」
と
い
う
漢
語
は
、
漢
籍
か
ら
借
用
さ
れ
た
語
で
、「
正
式
の
礼
を
備
へ
な
い
で
男
の
許
に
走
る
女
、
淫
奔
女
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
奔
女
」
の
用
例
は
『
列
女
伝
』
に
遡
り
、『
蒙
求
』、『
太
平
御
覧
』
な
ど
の
類
書
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
列
女
伝
』、『
蒙
求
』
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
、『
蒙
求
抄
』
や
『
玉
塵
抄
』
な
ど
抄
物
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
集
註
』
は
抄
物
か
ら
影
響
を
受
け
て
「
奔
女
」
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
。
　
　
　
三
次
に
、
先
行
旧
注
の
大
和
女
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
①
「
く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ
べ
き
」
の
歌
に
関
し
て
、『
集
註
』
に
先
行
す
る
旧
注
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
　
『
肖
聞
抄
』：
　
 
是
も
、
前
の
歌
に
て
そ
の
心
あ
ら
は
也
。
か
み
を
あ
く
る
と
云
は
、
女
、
お
と
な
に
な
れ
は
、
か
な
ら
す
す
る
事
也
。
心
は
、
只
君
か
手
を
ふ
れ
ん
、
と
云
心
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
義
の
北
の
方
が
夫
を
亡
く
し
て
自
害
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
巻
九
「
小
宰
相
身
投
」
は
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
昔
よ
り
男
に
お
く
る
る
た
ぐ
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
様
を
か
ふ
る
は
常
の
な
ら
ひ
、
身
を
投
ぐ
る
ま
で
は
あ
り
が
た
き
た
め
し
な
り
。
忠
臣
は
二
君
に
つ
か
へ
ず
貞
女
は
二
夫
に
ま
み
え
ず
と
も
、
か
や
う
の
事
を
や
申
す
べ
き
。
愛
す
る
夫
を
戦
い
で
失
っ
た
小
宰
相
が
深
く
悲
し
み
身
投
げ
し
た
と
い
う
話
で
、『
保
元
物
語
』
の
例
と
同
様
に
夫
に
忠
実
で
あ
る
例
と
言
え
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
室
町
後
期
の
注
釈
書
『
伊
勢
物
語
奥
秘
書⑽
』
の
、
第
六
十
二
段
の
注
に
「
貞
女
」
が
見
ら
れ
る
。『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
二
段
は
、
男
が
、
訪
れ
る
こ
と
も
ま
れ
に
な
っ
て
い
た
女
が
い
た
が
、
そ
う
賢
い
女
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
あ
て
に
も
な
ら
な
い
人
の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
、
田
舎
住
ま
い
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
も
と
の
夫
の
前
に
出
て
、
食
事
の
給
仕
な
ど
を
し
て
い
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
第
六
十
二
段
の
、
女
を
評
し
て
い
う
「
か
し
こ
く
や
あ
ら
さ
り
け
ん
」
に
つ
い
て
、『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
は
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。
　
 
か
し
こ
く
や
あ
ら
さ
り
け
ん
と
は
、
貞
心
に
な
き
を
云
り
。
忠
臣
二
君
に
仕
へ
す
、
貞
女
両
夫
に
嫁
せ
す
と
い
へ
り
。
貞
心
な
き
故
に
、
業
平
に
契
り
な
か
ら
、
人
に
さ
そ
は
れ
て
、
心
つ
く
し
に
ま
よ
ひ
行
な
り
。
女
は
業
平
と
契
り
な
が
ら
、
別
の
男
に
誘
わ
れ
て
、
心
を
移
し
た
と
こ
ろ
が
「
貞
心
な
き
」
と
言
わ
れ
て
、「
忠
臣
二
君
に
仕
へ
す
、
貞
女
両
夫
に
嫁
せ
す
と
い
へ
り
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
『
保
元
物
語
』、『
平
家
物
語
』
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
例
は
、『
史
記
』
の
「
忠
臣
不
事
二
君
、
貞
女
不
更
二
夫
」（
忠
臣
は
二
君
に
事
へ
ず
、
貞
女
は
二
夫
― 12 ―
を
も
て
つ
く
ろ
ふ
」（『
闕
疑
抄
』）
の
よ
う
に
、
他
の
女
に
気
持
ち
を
移
し
た
夫
に
対
し
て
、
嫉
妬
も
し
な
い
、
し
か
も
夫
の
た
め
に
身
の
周
り
を
整
え
る
、
柔
和
で
従
順
な
大
和
女
像
を
捉
え
出
す
。
ま
た
、
③
「
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む
」
の
歌
に
関
し
て
、
　
『
肖
聞
抄
』：
　
 
心
は
、
有
常
か
女
、
ま
と
し
く
成
て
、
業
平
と
あ
ひ
そ
ふ
事
を
も
は
ち
な
け
き
て
、
二
道
の
恨
を
も
思
は
す
、
出
し
立
て
国
を
へ
た
て
ゝ
過
ゆ
く
山
の
お
ほ
つ
か
な
さ
に
、
か
ゝ
る
夜
し
も
ひ
と
り
や
こ
ゆ
ら
ん
と
い
へ
る
を
よ
く
思
入
て
吟
味
す
へ
き
也
。
　
『
惟
清
抄
』：
　
 
哥
ノ
心
ハ
、
風
波
ハ
ケ
シ
キ
時
ニ
、
立
田
山
ヲ
コ
エ
テ
、
艱
難
ヲ
ヘ
テ
、
君
ノ
ヒ
ト
リ
ユ
ク
事
ヨ
ト
云
心
也
。
　
『
闕
疑
抄
』：
　
 
哥
の
心
は
、
風
波
は
げ
し
き
時
に
、
立
田
山
を
こ
え
て
、
艱
難
を
へ
て
、
君
が
ひ
と
り
行
事
よ
と
云
心
也
。
と
見
ら
れ
る
。
別
の
女
の
と
こ
ろ
へ
行
く
夫
を
恨
み
に
も
思
わ
ず
、
歌
を
詠
み
、
夜
に
山
を
越
え
て
ゆ
く
夫
の
身
の
安
全
を
心
配
す
る
温
和
で
善
良
な
大
和
女
像
を
捉
え
出
す
。
以
上
の
点
か
ら
、
先
行
旧
注
で
は
、
第
二
十
三
段
の
大
和
女
に
関
す
る
描
写
の
う
ち
、
忠
実
な
心
、
従
順
な
態
度
、
善
良
な
性
質
を
持
つ
と
こ
ろ
は
、
紀
有
常
女
の
「
貞
女
の
所
」
や
「
貞
女
の
名
誉
」
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
る
と
注
釈
さ
れ
、
教
訓
的
な
要
素
に
向
か
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
旧
注
全
体
に
お
い
て
、「
貞
女
」
の
よ
う
な
教
訓
的
な
言
葉
を
用
い
、
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
「
二
条
流
旧
注
　
『
闕
疑
抄
』：
　
 
く
ら
べ
こ
し
は
、
あ
そ
び
た
り
し
時
く
ら
べ
た
る
の
み
な
る
べ
し
。
あ
ふ
事
は
お
と
な
に
成
て
の
事
也
。
か
み
あ
げ
な
ど
い
ふ
ほ
ど
に
、
君
な
ら
で
は
誰
に
手
を
も
ふ
れ
さ
せ
ん
と
、
女
の
い
ふ
也
。
「
心
は
、
只
君
か
手
を
ふ
れ
ん
」（『
肖
聞
抄
』）、「
君
な
ら
で
は
誰
に
手
を
も
ふ
れ
さ
せ
ん
」（『
闕
疑
抄
』）
か
ら
は
、
大
和
女
を
、
幼
い
頃
か
ら
お
と
な
に
な
る
ま
で
一
人
の
男
を
待
つ
忠
実
な
心
を
持
つ
女
性
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
②
「
こ
の
も
と
の
女
、
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
、
い
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
う
た
が
ひ
て
、
前
栽
の
な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
か
ほ
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
」
の
部
分
、「
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
」
に
つ
い
て
、
　
『
惟
清
抄
』：
　
 
ア
シ
ト
思
ヘ
ル
ケ
シ
キ
モ
ナ
ク
テ
、
嫉
妬
ス
ル
気
色
モ
、
ミ
エ
サ
ル
也
。
　
『
肖
聞
抄
』：
　
 
い
と
よ
う
け
さ
う
し　
身
を
つ
く
ろ
ひ
、
や
さ
し
き
や
う
也
。『
古
今
』
に
は
、
琴
を
か
き
な
ら
し
て
、
な
と
あ
り
。
特
哀
な
る
へ
し
。
　
『
闕
疑
抄
』：
　
 
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
、
嫉
妬
す
る
心
も
な
き
也
。
い
と
よ
う
け
さ
う
じ
て
、
こ
ゝ
は
身
を
つ
く
ろ
ふ
躰
な
る
べ
し
。
女
は
身
を
も
て
つ
く
ろ
ふ
も
、
夫
の
た
め
也
。
と
、
そ
れ
ぞ
れ
注
す
る
。「
嫉
妬
ス
ル
気
色
モ
ミ
エ
ザ
ル
」（『
惟
清
抄
』）、「
や
さ
し
き
や
う
」（『
肖
聞
抄
』）、
さ
ら
に
、「（
夫
の
た
め
）
身
― 13 ―
け
る
」
と
あ
り
、
大
和
女
が
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
に
男
と
夫
婦
に
な
る
の
は
、
ａ
「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
」、「
礼
法
を
そ
む
き
」、「
父
母
に
か
く
し
て
淫
奔
す
」、
な
ど
「
奔
女
」
の
あ
り
よ
う
に
一
致
す
る
の
で
、
大
和
女
は
奔
女
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
次
の
ｂ
の
よ
う
に
、
先
行
旧
注
の
「
大
和
女
＝
有
常
女
＝
貞
女
」
の
注
釈
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
　
ｂ   
師
云
闕
疑
抄
な
ど
に
、
此
女
を
有
常
が
女
と
名
を
指
事
あ
し
ゝ
、
有
常
が
女
は
業
平
の
本
妻
に
て
、
礼
を
以
て
ま
う
け
た
り
、
爰
は
奔
女
の
事
を
云
た
る
段
也
。
古
今
に
も
新
古
今
に
も
有
常
が
女
と
云
事
な
し
、
押
て
名
を
さ
す
こ
と
道
理
に
そ
む
け
り
。
　
ｃ 「
つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
」
に
つ
い
て
、
　
　
 
ほ
い
の
ご
と
く　
愚
見
抄
云
女
本
意
な
り
。
　
　
  
師
云
ほ
い
の
ご
と
く
と
云
詞
は
大
に
刺
悪
心
也
。（
中
略
）
今
礼
な
く
私
夫
婦
と
な
る
事
を
譏
た
る
詞
也
。
と
注
さ
れ
、
大
和
女
が
「
本
意
の
ご
と
く
」
男
と
結
婚
す
る
こ
と
を
、
礼
な
く
ひ
そ
か
に
夫
婦
と
な
る
こ
と
と
し
て
譏
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
集
註
』
の
注
釈
に
よ
る
と
、
女
は
人
の
妻
に
な
る
前
に
、
必
ず
父
母
の
意
向
に
従
い
、
そ
の
許
可
を
得
て
、
礼
法
を
守
っ
て
男
と
付
き
合
い
、
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
「
奔
女
」
と
み
な
さ
れ
る
。『
集
註
』
は
「
奔
女
」
と
い
う
漢
語
を
借
用
し
て
、
先
行
旧
注
の
「
貞
女
」
と
い
う
認
識
を
否
定
し
て
、
女
へ
の
要
求
を
一
層
厳
し
く
す
る
注
釈
態
度
を
形
成
し
た
。『
集
註
』
に
よ
り
な
が
ら
読
む
と
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
は
、
男
女
の
物
語
か
ら
、
父
母
の
許
可
や
婚
姻
の
儀
礼
な
ど
を
重
視
す
る
教
訓
的
な
話
に
な
る
。
従
来
の
物
語
理
解
か
ら
は
離
の
す
べ
て
の
注
釈
書
に
多
か
れ
少
な
か
れ
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る⑿
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
先
行
旧
注
は
「
貞
女
」
と
い
う
漢
語
を
借
用
し
て
物
語
の
登
場
人
物
と
し
て
の
大
和
女
と
実
在
の
紀
有
常
女
を
関
連
付
け
よ
う
と
し
、
基
本
的
に
は
物
語
の
内
容
に
沿
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
一
方
、『
集
註
』
は
、
大
和
女
を
評
価
す
る
際
に
教
訓
的
な
注
釈
姿
勢
も
示
す
が
、
先
行
旧
注
と
は
全
く
違
う
立
場
を
と
る
。
次
に
は
、『
集
註
』
の
大
和
女
像
を
分
析
し
た
い
。
第
二
十
三
段
冒
頭
の
「
む
か
し
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に
い
で
て
遊
び
け
る
を
、
お
と
な
に
な
り
け
れ
ば
、
男
も
女
も
は
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
、
女
は
こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
、
こ
の
と
な
り
の
男
の
も
と
よ
り
、
か
く
な
む
」
に
つ
い
て
『
集
註
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
ａ  
師
云
、
此
段
奔
女
を
刺
れ
り
。
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
。
畢
竟
上
た
る
人
礼
法
を
行
は
ぬ
、
故
に
下
乱
る
也
。
第
三
段
に
二
条
后
を
父
母
の
お
ぼ
し
た
つ
る
事
、
礼
法
を
そ
む
き
男
女
の
別
な
き
ゆ
へ
に
、
業
平
と
み
そ
か
ご
と
あ
り
。
同
じ
代
な
れ
ば
下
々
は
上
を
似
せ
る
習
ひ
也
。
爰
も
父
母
に
か
く
し
て
淫
奔
す
、
そ
の
中
に
品
い
や
し
き
は
は
や
く
捨
ら
る
。
身
上
定
ら
ぬ
は
奔
女
の
常
の
事
也
。
礼
な
く
し
て
の
事
な
れ
ば
、
義
理
を
男
女
と
も
に
思
は
ぬ
ゆ
へ
な
り
。
こ
の
段
は
「
奔
女
を
刺
れ
」
る
も
の
で
あ
る
と
し
、「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
」
と
指
摘
す
る
。
「
女
は
こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
聞
か
で
な
む
あ
り
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表
２原　
文
つ
れ
な
か
り
け
る
人
肖
聞
抄
人
た
れ
と
も
な
し
惟
清
抄
な
し
闕
疑
抄
な
し
集　
註
貞
女
を
ほ
め
た
り
ま
た
第
七
十
三
段
の
原
文
は
以
下
と
な
る
。
　
 
む
か
し
、
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
の
あ
た
り
を
思
ひ
け
る
。
　
　
 
目
に
は
見
て
手
に
は
と
ら
れ
ぬ
月
の
う
ち
の
桂
の
ご
と
き
君
に
ぞ
あ
り
け
る
。
男
が
、
居
場
所
を
聞
い
て
は
い
る
が
、
手
紙
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
女
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
歌
を
詠
ん
だ
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
表
３原　
文
そ
こ
に
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
消
息
を
だ
に
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
女
の
あ
た
り
を
思
ひ
け
る
。
肖
聞
抄
な
し
惟
清
抄
な
し
闕
疑
抄
せ
う
そ
こ
文
也
。
消
息
か
な
ら
ず
文
な
ど
に
か
ぎ
ら
ず
。
音
信
の
事
を
い
ふ
な
り
。
こ
こ
は
詞
も
か
は
さ
ぬ
心
な
り
。
集　
註
礼
法
を
思
ひ
て
貞
な
る
女
を
云
也
。
れ
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
四
『
集
註
』
の
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
第
二
十
三
段
の
注
釈
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
三
十
四
段
、
第
七
十
三
段
の
注
釈
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
　
『
伊
勢
物
語
』
第
三
十
四
段
　
む
か
し
、
男
、
つ
れ
な
か
り
け
る
人
の
も
と
に
、
　
　
 
い
へ
ば
え
に
言
は
ね
ば
胸
に
さ
わ
が
れ
て
心
ひ
と
つ
に
嘆
く
こ
ろ
か
な
お
も
な
く
て
い
へ
る
な
る
べ
し
。
男
が
、
つ
れ
な
い
態
度
を
と
る
女
の
も
と
に
歌
を
詠
ん
で
贈
っ
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
言
い
出
せ
な
い
な
ど
と
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
ず
い
ぶ
ん
臆
面
も
な
く
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
の
「
つ
れ
な
か
り
け
る
人
」
に
つ
い
て
、
表
２
の
よ
う
に
、
先
行
旧
注
で
は
、『
肖
聞
抄
』
が
「
人
た
れ
と
も
な
し
」
と
い
う
以
外
、
ほ
と
ん
ど
注
釈
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
集
註
』
は
「
師
云
此
段
貞
女
を
ほ
め
た
り
、
天
下
無
双
の
業
平
に
さ
え
難
也
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。
師
云
無
面
目
也
。
貞
女
に
て
色
に
う
つ
ろ
ふ
ま
じ
き
と
知
な
が
ら
猶
か
く
哥
を
や
る
、
我
が
し
は
ざ
の
は
か
な
き
を
恥
た
る
な
ら
ん
と
刺
て
書
た
り
、
不
義
な
る
事
を
恥
る
心
を
た
し
か
に
も
ち
た
ら
ば
、
悪
念
を
あ
ら
た
め
て
君
子
な
る
べ
し
。
「
貞
女
に
て
色
に
う
つ
ろ
ふ
ま
じ
き
」
の
内
容
が
あ
り
、
男
の
好
色
に
た
い
し
て
、
無
情
で
何
の
反
応
も
な
い
の
は
「
貞
女
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
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に
鷹
狩
に
出
掛
け
た
時
に
美
し
い
姉
妹
に
出
会
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
昔
男
初
冠
し
て
、
奈
良
の
京
、
春
日
の
里
に
、
し
る
よ
し
し
て
、
狩
に
い
に
け
り
」
の
「
昔
男
」
に
対
し
て
、『
集
註
』
は
「
此
一
段
は
一
部
の
中
に
て
序
分
な
り
」
と
注
を
つ
け
て
、
初
段
の
「
序
分
」
の
役
割
を
強
調
す
る
。
ま
た
「
好
色
の
事
を
ほ
の
め
か
し
、
女
の
貞
節
を
あ
ら
は
し
、
又
哥
の
贈
答
の
奇
妙
な
る
事
を
教
た
り
」
と
注
す
る
。
初
段
に
関
し
て
、『
集
註
』
は
「
好
色
を
批
判
す
る
」、「
女
の
貞
節
を
あ
ら
わ
す
」、
「
歌
を
教
え
る
」
と
い
う
三
つ
角
度
か
ら
注
を
付
け
る
注
釈
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
第
二
十
二
段
で
は
、『
集
註
』
は
、
冒
頭
の
「
昔
、
は
か
な
く
て
絶
え
に
け
る
な
か
、
な
ほ
や
わ
す
れ
ざ
り
け
ん
、
女
の
も
と
よ
り
」
に
、「
師
云
此
段
女
の
貞
節
な
る
心
を
感
じ
て
、
色
に
う
つ
ろ
ふ
男
の
心
も
づ
ま
り
ぬ
る
事
を
書
り
」
と
注
し
て
い
る
。
疎
遠
に
な
っ
た
も
の
の
、
男
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
点
か
ら
、
女
の
「
貞
節
な
る
心
」
を
感
じ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
第
五
十
四
段
の
「
つ
れ
な
か
り
け
る
女
」、
男
に
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
女
に
つ
い
て
、『
集
註
』
は
「
義
あ
る
」
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
第
五
十
五
段
は
、
男
が
思
い
を
か
け
た
女
と
結
ば
れ
そ
う
に
な
い
状
況
に
お
い
て
歌
を
詠
ん
だ
、
と
い
う
一
段
で
あ
る
。「
思
ひ
か
け
た
る
女
の
え
得
ま
じ
う
な
り
て
の
世
に
」
に
つ
い
て
、『
集
註
』
は
、
女
が
自
分
の
意
志
で
敢
え
て
男
と
付
き
合
わ
な
い
、
と
い
う
理
解
を
と
り
、
「
女
の
節
義
あ
る
」
と
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
四
例
は
、「
貞
節
」
や
「
節
義
」
を
借
用
し
て
注
釈
さ
れ
、
女
の
行
動
や
男
へ
の
対
応
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
集
註
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
と
は
関
係
が
薄
い
、「
貞
女
」
や
「
奔
女
」
な
ど
の
よ
う
な
教
訓
的
な
漢
語
を
用
い
、
登
表
３
の
よ
う
に
、
先
行
旧
注
で
は
『
闕
疑
抄
』
が
「
消
息
」
に
関
わ
る
注
を
付
し
て
い
る
が
、
女
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
集
註
』
は
「
師
云
此
段
は
礼
法
を
思
ひ
て
貞
な
る
女
を
云
也
。
国
に
あ
れ
ば
礼
と
い
ひ
、
民
に
あ
れ
ば
法
と
云
」
と
、
便
り
さ
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
に
つ
い
て
、
礼
法
を
思
っ
て
わ
ざ
と
男
と
距
離
を
置
く
、「
貞
な
る
女
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
以
下
の
四
つ
の
例
は
、「
貞
女
」
と
い
う
語
が
直
接
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、「
貞
節
」
や
「
節
義
」
な
ど
「
貞
女
」
に
関
連
す
る
言
葉
を
含
む
『
集
註
』
の
注
釈
で
あ
る
。
　
初
段
注
：
　
 
師
云
此
一
段
は
一
部
の
中
に
て
序
分
な
り
。
好
色
の
事
を
ほ
の
め
か
し
、
女
の
貞
節
を
あ
ら
は
し
、
又
哥
の
贈
答
の
奇
妙
な
る
事
を
教
た
り
。
全
部
百
二
十
五
段
あ
り
。
　
第
二
十
二
段
注
：
　
 
師
云
此
段
女
の
貞
節
な
る
心
を
感
じ
て
、
色
に
う
つ
ろ
ふ
男
の
心
も
し
づ
ま
り
ぬ
る
事
を
書
り
。
古
今
序
に
男
女
の
中
を
も
や
は
ら
ぐ
る
は
哥
也
と
あ
り
。
　
第
五
十
四
段
注
：
　
 
師
云
此
段
女
の
義
あ
る
こ
と
を
書
り
、
媒
あ
り
て
父
母
に
告
て
、
六
礼
を
お
こ
な
は
ぬ
は
奔
女
と
て
（
中
略
）
今
礼
法
な
き
か
ら
に
業
平
の
無
双
の
男
色
に
も
な
び
か
ぬ
も
の
也
　
第
五
十
五
段
注
：
　
 
此
段
女
の
節
義
あ
る
を
云
。
い
や
に
て
い
る
け
れ
ど
も
好
色
な
る
男
に
な
び
く
べ
き
理
な
き
ゆ
へ
に
終
に
う
け
ひ
か
ぬ
も
の
也
。
『
伊
勢
物
語
』
初
段
は
、
昔
男
が
元
服
し
て
、
奈
良
の
京
の
春
日
の
里
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「
節
義
」–
「
奔
女
」
や
、「
貞
女
」
に
関
連
す
る
語–
な
ど
、
教
訓
的
な
言
葉
を
多
く
用
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
集
註
』
に
と
っ
て
『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
集
註
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
す
る
た
め
に
女
の
行
動
に
注
目
す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
女
へ
の
要
求
、
た
と
え
ば
、
第
二
十
三
段
の
注
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
」、
ま
た
、
第
三
十
四
段
の
注
の
、「
貞
女
に
て
色
に
う
つ
ろ
ふ
ま
じ
き
」
等
の
主
張
が
先
に
あ
っ
て
、『
伊
勢
物
語
』
を
と
お
し
て
女
の
行
動
を
批
評
・
規
制
し
、
礼
法
や
節
義
な
ど
の
倫
理
規
範
に
基
づ
い
て
、
啓
蒙
・
教
化
す
る
よ
う
な
効
果
を
ね
ら
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
『
集
註
』
に
認
め
ら
れ
る
、
啓
蒙
・
教
化
的
な
効
果
を
ね
ら
う
よ
う
な
傾
向
は
、
お
そ
ら
く
、『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
す
る
際
に
大
量
に
あ
げ
る
漢
籍
と
深
く
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る⒀
。『
伊
勢
物
語
集
註
』
は
、
漢
籍
か
ら
儒
教
的
な
思
想
や
礼
法
を
習
得
し
、
そ
れ
を
倫
理
規
範
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
の
登
場
人
物
の
行
動
を
評
価
し
つ
つ
、
ま
た
儒
教
的
な
思
想
や
礼
法
を
主
張
す
る
啓
蒙
・
教
訓
的
な
特
質
を
持
つ
注
釈
書
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
使
用
テ
キ
ス
ト
『
漢
語
大
詞
典
』
＝
漢
語
大
詞
典
出
版
社
。『
大
漢
和
辞
典
』
＝
大
修
館
書
店
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』
＝
角
川
書
店
。『
伊
勢
物
語
』・『
保
元
物
語
』・
『
平
家
物
語
』
＝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
。『
毛
詩
』・『
史
記
』・『
列
女
伝
』
＝
新
釈
漢
文
大
系
。『
伊
勢
物
語
集
註
』
＝
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
承
応
二
年
版
本
。『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』（
鉄
心
斎
文
庫
蔵
）・『
伊
勢
物
場
す
る
女
性
た
ち
を
、「
貞
女
」
と
ほ
め
た
り
、「
奔
女
」
と
風
刺
し
た
り
な
ど
す
る
。
倫
理
規
範
に
即
し
て
女
の
貞
節
を
重
視
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
捉
え
方
は
、
従
来
の
注
釈
書
と
は
異
な
る
特
徴
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
『
集
註
』
以
前
の
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
、『
肖
聞
抄
』
や
『
闕
疑
抄
』
な
ど
に
も
、「
貞
女
」
の
よ
う
な
漢
語
を
借
用
し
て
注
釈
す
る
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
第
二
十
三
段
注
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
先
行
旧
注
で
は
第
二
十
三
段
の
本
文
か
ら
「
嫉
妬
し
な
い
」、「
夫
の
た
め
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
」、「
夫
の
身
の
安
全
を
心
配
す
る
」
な
ど
の
性
質
を
読
み
取
り
、
こ
の
段
を
紀
有
常
女
の
「
貞
女
の
名
誉
」
を
表
す
一
段
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
先
行
旧
注
に
お
け
る
「
貞
女
」
と
い
う
語
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
一
段
の
注
釈
と
し
て
現
れ
、
物
語
の
登
場
人
物
や
物
語
の
展
開
な
ど
の
虚
構
的
な
も
の
と
、
実
在
の
人
物
や
歴
史
な
ど
と
を
繋
ぐ
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
。
先
行
旧
注
は
、
虚
構
的
な
も
の
と
実
在
的
な
も
の
と
を
繋
ぎ
な
が
ら
も
、
物
語
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
ず
、
物
語
の
内
容
に
沿
っ
て
忠
実
に
理
解
し
よ
う
す
る
態
度
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
対
し
、『
集
註
』
の
場
合
、「
貞
女
」
は
数
十
章
段
に
使
わ
れ
て
お
り
、
男
女
交
際
の
場
面
で
、
節
操
、
礼
儀
、
約
束
な
ど
を
守
る
女
性
を
評
価
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
行
旧
注
よ
り
、
女
の
行
動
へ
の
要
求
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
『
集
註
』
で
は
、
先
行
旧
注
に
認
め
ら
れ
た
、
物
語
と
現
実
と
を
繋
ぐ
役
割
が
後
退
し
、
「
貞
女
」
と
い
う
言
葉
自
体
の
教
訓
性
が
強
く
働
い
て
い
る
。『
集
註
』
以
前
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
に
は
全
く
現
れ
て
い
な
い
、「
貞
節
」
や
― 17 ―
女
の
行
を
毀
ち
て
、
男
女
の
別
を
乱
す
な
り
。
⑼  
貞
姜
な
る
者
は
、
斉
侯
の
女
、
楚
の
昭
王
の
夫
人
な
り
。
王
出
で
て
遊
び
、
夫
人
を
漸
台
の
上
に
留
め
て
去
る
。
王　
江
水
の
大
い
に
至
る
と
聞
き
、
使
者
を
し
て
夫
人
を
迎
へ
し
む
る
も
、
符
を
持
せ
し
む
る
を
忘
る
。
使
者
至
り
、
夫
人
に
出
で
ん
こ
と
を
請
ふ
。
夫
人
曰
く
、
王
と
宮
人
と
約
す
。
令
し
て
宮
人
を
召
す
時
は
、
必
ず
符
を
持
て
す
と
。
今
使
者
符
を
持
せ
ざ
れ
ば
、
妾
敢
て
使
者
に
従
ひ
て
行
か
じ
。（
中
略
）
み
。
妾
は
使
者
に
従
は
ば
必
ず
生
き
、
留
ま
ら
ば
必
ず
死
す
る
を
知
る
。
然
れ
ど
も
約
を
棄
て
、
義
を
越
え
て
生
を
求
む
る
は
、
留
ま
り
て
死
す
る
に
若
か
ざ
る
の
み
と
。
是
に
於
て
、
使
者
反
り
て
符
を
取
り
、
未
だ
還
ら
ざ
る
に
、
則
ち
水
大
い
に
至
り
、
台
崩
れ
、
夫
人
流
て
死
す
。
王
曰
、
嗟
夫
、
義
を
守
り
て
節
に
死
し
、
苟
め
に
生
き
る
を
為
さ
ず
。
約
に
処
し
て
信
を
持
し
、
以
て
其
の
貞
を
成
す
。
乃
之
を
号
し
て
貞
姜
と
曰
ふ
。
君
子
謂
ふ
、
貞
姜
婦
節
有
り
。
詩
に
云
ふ
、
淑
人
君
子
、
其
の
儀
忒
は
ず
。
此
の
謂
ひ
な
り
。
⑽  『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
』
第
一
巻
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
）。
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
室
町
後
期
と
い
う
解
題
の
指
摘
に
従
う
。
⑾  「
奔
女
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
小
論
「『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
お
け
る
『
毛
詩
』
の
引
用
」（
日
本
語
と
日
本
文
学
、
筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
、
六
十
五
号
、
二
〇
二
〇
、
六
十
三
～
七
十
九
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。
⑿  
山
本
登
朗
『
伊
勢
物
語
論
：
文
体
・
主
題
・
享
受
』　
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
、
三
八
六
ペ
ー
ジ
⒀  
注 
⑾ 
前
掲
小
論
参
照
。
付
記本
稿
は
筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
第
四
十
二
回
大
会
（
二
〇
一
九
年
十
月
五
日
、
筑
波
大
学
総
合
研
究
棟
Ａ
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
借
用
語
と
日
本
社
会
」
に
お
い
て
、「
伊
勢
物
語
集
註
」
に
お
け
る
漢
語
の
借
用
」
の
題
目
で
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。
御
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
 
（
あ
ん　
せ
い　
筑
波
大
学
大
学
院　
博
士
課
程
 
人
文
社
会
科
学
研
究
科
）
語
肖
聞
抄
』（
延
徳
三
年
本
）・『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
）・『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』（
寛
永
十
九
年
刊
本
）
＝
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成　
笠
間
書
院
。
注⑴  『
伊
勢
物
語
集
註
』
は
、
一
華
堂
切
臨
（
一
五
九
一
―
一
六
六
二
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）
第
一
巻
の
「
伊
勢
物
語
集
註
」
の
項
目
（
中
田
武
司
執
筆
）
に
よ
る
と
、
慶
安
元
年 
（
一
六
四
八
）
九
月
に
成
立
し
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
切
臨
が
書
し
た
『
伊
勢
物
語
集
註
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
当
時
流
布
し
て
い
た
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
や
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
に
は
書
写
の
誤
り
が
多
く
、
相
伝
の
正
義
の
遺
漏
も
多
い
た
め
、
諸
注
を
参
照
し
取
捨
選
択
し
、
三
条
西
実
澄
か
ら
切
臨
の
師
で
あ
る
乗
阿
へ
伝
え
ら
れ
た
「
奥
義
」
を
軸
に
構
成
し
た
も
の
と
い
う
。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
集
註
』
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
版
本
で
あ
る
。
⑵  『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
本
文
で
、
傍
線
部
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ａ
ｂ
ｃ
、
数
字
の
①
②
③
等
は
、
以
後
の
論
述
の
必
要
か
ら
、
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
②
③
等
は
『
伊
勢
物
語
』
の
代
表
的
な
旧
注
が
付
注
す
る
と
こ
ろ
、
ａ
ｂ
ｃ
等
は
、『
伊
勢
物
語
集
註
』
が
付
注
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
⑶  
行
露
は
、
召
伯
訟
を
聴
く
な
り
。
衰
乱
の
俗
微
し
て
貞
信
の
教
へ
興
る
。
彊
暴
の
男
、
貞
女
を
侵
陵
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
⑷  
女
子
貞
な
り
字
（
う
）
ま
ず
、
十
年
に
し
て
乃
ち
字
（
う
）
む
。
⑸  
曾
参
其
の
親
に
孝
な
れ
ば
、
天
下
以
て
子
と
為
さ
ん
と
願
ひ
、
子
胥
君
に
忠
な
れ
ば
、
天
下
以
て
臣
と
為
さ
ん
と
願
ひ
、
貞
女
工
巧
な
れ
ば
、
天
下
以
て
妃
と
為
さ
ん
と
願
ふ
。
⑹  
雞
鳴
は
、
賢
妃
を
思
ふ
な
り
。
哀
公
は
荒
淫
怠
慢
な
り
。
故
に
賢
妃
貞
女
の
、
夙
夜
警
戒
し
て
相
成
す
の
道
を
陳
ぶ
。
⑺  
王
蠋
曰
く
、
忠
臣
は
二
君
に
事
へ
ず
、
貞
女
は
二
夫
を
更
へ
ず
、
斉
王
吾
が
諫
め
を
聴
か
ず
、
故
に
退
き
て
野
に
耕
す
。
⑻  
聘
す
れ
ば
則
ち
妻
と
為
し
、
奔
れ
ば
則
ち
妾
と
為
す
は
、
善
を
開
き
て
淫
を
遏
ぐ
所
以
な
り
節
成
り
て
然
る
後
許
嫁
し
、
親
迎
し
て
然
る
後
随
從
す
る
は
、
貞
女
の
義
な
り
。
今
大
王
太
子
の
為
め
に
妃
を
求
む
れ
ど
も
、
自
ら
之
を
後
宮
に
納
る
。
此
れ
貞
